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1 .はじめに

私たちは、自分らしい人生や、できるだけ良い人生を歩もうと、勉強や仕事をした

り人と関わったりしている。そして、その目的を達成するためにも、自分の時間を大

切にしたり、好きなことを見つけたりしている。本来余暇とは、辞書的な意味で言う

と仕事の合間のひま、仕事のないあまっている時間であるが l7¥その本質は、人間生

活全体の基盤になるものと考えるべきであり 45)、障害のある人にとっては、発達の保

障や可能性を持っていることや 41)、休息、気分転換、趣味づ、くり、自立生活の支えと

いう側面 21)からも重要視されていることから、生活の質 (Qualityof Life : QOL)を高

めるための役割を担っていると言える。

しかし、成人期(卒業後)の障害のある人の余暇の過ごし方について、宮本 ・大野

(1996)は、「テレビを見る(平日 45.4弘:休日 38.3弘)J Iレコード、ラジオを聞く (27.2弘:

28.3出)J I家族と話をしたり、遊んだりする (22.1%:17.2%)J といった内容が上位に

挙ると報告した初)。これらの順位や内容は、柴山・蜂谷 (2004)の報告、 ITV・ビデ

オ・DVD(36.8% : 9.7%) J Iテレビゲーム ・パソコン (14.5%: 5.3%) J I音楽鑑賞 (8.8%: 

4.9%) J 16)や、山田 (1990)の報告 「テレビを見る (46.7%: 48.7%) J I音楽を聞く (16.8%: 

17.1%)J I家族と雑談する (15.0% : 17.1%) J 41)とも類似している。加えて、余暇を

誰と過ごすかについては、「一人(平日 52.3%:休日24.8%)J r家族 (14.4%: 24.2%) J 

f母親 (11.4% : 14.5%) Jが上位に挙った 16)。また、 一人で、外1
11-¥するかという問いで

は、「よく出かける 26.9%JI時々出かける 16.9%J Iほとんど出かけない 34.7%J と回

答があり、障害の程度が比較的軽い人がよく同かけると答え、最重度の人がほとんど

出かけないと答える傾向にあった 12)。さらに、外間しない理由には、 J 人で行動でき

ない、外に出たくない州、余暇に関する情報が少ない日):17) といったことが挙げられ

ており、障害のある人の余暇に関する環境が充実しているとは言いがたい現状がある
12) 16) 30) 41) 。

さて、障害のある人のスポーツの機会についてであるが、文部科学省の平成 24、25

年度の調査では、週 1回以上運動を行う障害のある成人の割合は 18.2%で、 1年を通

してスポーツやレクリ エーションを行っていない人の割合は 58.2%であった。いわゆ

る健常の成人の割合と比べると、それぞれ 47.5%、19.1%であり、障害のある人のスポ
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ーツやレクリエーションの機会は少ない 32)33)。しかし、今後やってみたい余暇活動に

ついては、 「旅行JrスポーツJr友達と話をしたり、遊ぶ」、「ハイキング」といった内

容が選ばれており 30)41)、スポーツを含めた身体活動や他者と の交流などのニーズ、その

ものはあると考えられる。加えて、 2020年の東京オリンピック・パラリ ンピック開催

が決定し、様々な取り組みがなされる中で、障害のある人たちが、スポーツを見たり 、

スポーツを行ったりする機会が噌え、障害のある人にとってのスポーツのあり方につ

いて検討していくことが必要である 10)35) 36)。

以上の背景から、障害のある人の余暇の充実に向けて、スポーツをテーマに取り上

げることや、障害のある人がスポーツに取り組める環境を整えることは重要な課題で

あると考えられる。そこで本稿は、障害のある人が余暇を充実させ、 QOLを向上する

ための一助となる研究の第 ー段階として、障害のある人が余暇活動としてスポーツを

取り入れる際の視点について考察することを目的とする。

2.余暇としてのスポーツの提案に向けて

障害のある人の余暇に関する調査から、友達との関わりや、身体を動かすこと、新

しい場所や活動への挑戦を望んで、いるが、障害の状態や様々な理由から、これらが難

しい状態にあり、結果として一人または家族と、限られた過ごし方をしているのでは

なし1かと考えられた。そこで、この問題を解決すべく 、障害のある人がスポーツを余

暇活動として選択できるよ うになるために必要だと思われる次の 4つの視点について

述べてしえ 。

視点 1 :スポーツの特徴を知る

視点 2:障害のある人のスポーツ場面を知る

視点 3 :障害のある人のスポーツ場面での配慮事項を知る

視点 4:障害のある人の余暇スポーツに関して大学ができる ことを考える

2-1 .視点 1:スポーツの特徴を知る

まず、余暇活動の a っと してスポーツを選択するためには スポーツそのものやス

ポーツを行う ことにどのような特徴があるかを知っておく必要があると考える。スポ

ーツの特徴を捉える際の切り口は様々であるが、ここでは、スポーツの種目、スキル、

楽しみ方、メリッ トとデメ リットについて述べる。

くスポーツの種目>

スポーツの種円には、バスケッ トボールやバレー、水泳といったように、学習指導

要領で被われた り、 オリンピック ・パラ リンピック等で行われたりするような、よ く

知られた競技性の高いものもあるが マレットゴ、ルフ、ベタンク 、イ ンディアカ等、

「だれもが ・いつでも ・どこでも ・いつまでもできるJをコンセプ トとし、 楽しむと
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とを目的としたニュースポーツ 7)もある。さらには、車いすバスケットボールやブラ

インドサッカーのような、障害者スポーツ等 20)があり、スポーツ種目の選択の幅は

広い。

くスポーツのスキル>

一般的なスポーツの捉え方として、スポーツには、個人で取り組むもの、複数人で

チームを組んだり対戦したりするもの等の参加形態があり、そのスキルも、ボウリン

グやダーツのように、 一定のスキルをコンスタントに出していくというクローズドス

キルと、サッカーやバスケットボールのように、相手の動きやシチュエーション等に

よって必要なスキルや対応が変化するというオープンスキルがある。仲間との交流や

チームプレーを楽しみたい、 一人でコツコツと高めていくことが面白い等、それぞれ

の想いに応じた選択が可能である。

<スポーツの楽しみ方>

スポーツの楽しみ方には、 1)自分自身がプレイする楽しみ、 2)テレビや競技場

などで見る楽しみ、 3)指導や審判、大会運営、ボランティア等に関わって支える楽

しみ、 4) プレイや選手、スポーツ記事等について仲間と話す、スポーツを語る楽し

み、 5)歴史や記録等を調べる楽しみがあり 23)、スポーツの楽しみ方の幅は広い。

<スポーツのメリットとデメリット>

スポーツや運動を行うことは、技の習得や記録の向上の中で、の卓越、達成、身体の

喜びがあること 、スポーツを通じた他者との出会い、生涯にわたる挑戦や生きがし1づ

くりといった魅力があり 23)、体脂肪率の減少や筋肉量の唱加、体力の向上やメタボリ

ツクシンドロームの予防 31)40)、ストレスの解消や精神的健康度の向上 22)40) 42)といっ

た効果も挙げられている。しかし一方で、オーバーワークにより疲労が蓄積したり、

怪我をしたりする可能性があることや 1)4)、体重のコン トロールや過度な運動により、

月経不順、摂食障害等の健康を害するリスク 2)などがある。また、人間関係や練習試

合に向けたストレスなどの身体的精神的な影響を与えること 13)、大会参加費や遠征費、

スポーツ用具購入費等の費用の問題等、デメ リットがあることも事実であり 、両者を

知り折り 合いをつけながらスポーツを行う必要がある。

2-2.視点 2:障害のある人のスポーツ場面を知る

次に、実際にどのような場面で障害のある人がスポーツを行ーっているかを知る必要

があると考える。障害者のスポーツについて、田)11(1999)や宮地(1999)は、

リハビリ テーションとしてのスポーツ と、生涯スポーツとしてのスポーツの二つに分

類できると述べている 24)43)。そこでは、リハビリ テーションスポーツは、医学的リハ

ビリ テーションの終了段階として、機能訓練の延長線上で導入されるスポーツであり 、

スポーツ活動の入 り口への意義があ り、障害者の社会参加を促すための第 ー歩と して
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重要なものである とされている。また、生涯スポーツは、健康維持のために行われる

フィッ トネス トレーニング的なものから、パラリンピクでの勝利を 目指したものまで、

個人の志向によ って様々な形態があ り、 その意義は、健常者 と同様の、一生を楽しく

健康的に過ごすという ことに加え、社会参加の機会を増大することにあるとも述べて

いる 24)。以下に、障害のある人のスポーツ場面の代表的なものを挙げる。

く1¥ラリンピック〉

夏季 ・冬季オリンピックと同じ年に、同 じ開催地で行われる、身体障害者(肢体不

門由者および聴覚障害者)を対象とした世界最高峰の障害者スポーツ大会である。第

二次世界大戦後、Dr.L. G凶 mannが負傷兵のリハビリと してスポーツを取り入れ、そ

の成果の発表の場として大会を開いたたこと (ス トーク ・マンデビ、ル大会)から発展

していったものである 39)。パラリンピックでは、障害の程度や運動機能によって細か

いクラス分けがされており、閉じレベルで、公平に競技で、きるようになっている。よっ

て選手は、各円該当するクラスでパフォーマンスを発揮するのである。最近の大会で

は、 2014年にソチ冬季ノミラリ ンピック (5競技)、2012年に夏季ロン ドンパラリンピ

ック (20競技)が行われた 5)9)。

パラ リンピックの名称ははじめ、対麻:庫者 (paraplegia)のOlympicとして名付けら

れていたが、その後、参加対象者の障害種が広がったことから、もう一つ (parallel)

のOlympicとして解釈されている 5) 9) 20)。

くスペシャルオリンピックス〉

知的障害者を対象と したスポーツの大会およびスポーツ活動、国際的な団体の総称

を示す。ユーニス ・ケネディ ・シュライバーが、スポーツを楽しむ機会が少なかった

知的障害者を対象と したディキャンプを開催したことがはじまりである。

スペシャルオリンピックスでは、スポーツの結果よりも、スポーツに取り組む過程

が重視されており、日常的な練有プログラムへの参加や、練習の成果を発揮する場と

しての大会への参加を通して、スポーツをする楽しさや仲間と交流する楽しさを味わ

う。大会では、運動スキルの程度に応じたク ラス分けがされたり(ディ ビジョニング)、

全員が表彰されたりするところが特徴的である。

スペシャルオ リンピックス 日本は、 4年に 1度それぞれ夏季 ・冬季ナショ ナルゲー

ム(全国大会)を開催してお り、 最近では、2014年に福岡で夏季大会 (12競技、エキ

シビジョン 1競技)、 2012年に郡山で冬季大会 (7競技)が行われた。この全国大会は、

世界大会の選考基準大会ともなっている。なお、日本では唯一、長野県で 1995年にス

ペシヤルオリンピックスの世界大会が開催された 6)H)。

くデフリンピック〉

聴覚障害者を対象とした、ろう者の国際的なスポーツ大会であり、大会運営も障害

当事者であるろう者が行っている。全ての選手は、身体の安全を確保するために、補

聴器を外した状態で競技に参加する こととなっている。国際ろう者スポーツ委員会
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(International Committcc of Sports [or thc Dcaf)は、国際ノミラリンピック委員

会 (InternationalParalympic Commi ttee : IPC)が発足した 1989年には IPCの中に

所属していたが、デプリンピックの独創性を迫求するため 1995年に脱退し、現在の様

な組織と大会運常になった。その独創性とは、スター トの音や審判の声による合図の

代わりに、光などを使って視覚的に表示す以外はオリンピックと同じルールによって

行われることと、コミュニケーションの全てが国際手話によって行われるところにあ

る。最近の大会では、 20日年にブルガリアのソフィアで行われた夏季デフリンピック

(20競技)と、大会は開催国の資金難で中止されたが 2011年のスロパキア ・ハイタ

トラスの冬季デプリンピック (5競技)であった lリ)

くアジアパラ競技大会〉

アジア地域におけるパラリンピック ・ムーブメントの推進と競技スポーツのさらな

る進展を図ることを目的として、 4年に一度開催されるアジア地域の障がい者総介ス

ポーツ大会である。実施競技は正式には規定されておらず、パラリンピック正式競技

のうちアジア地域で一定の参加数が見込める競技と、フェスピック大会実施競技とし

ての実績のある競技の中から決定される。最近の大会は、 2014年に韓国の仁川で開催

され、 23競技が実施された。との大会は、2016年の夏季リオパラリンピックの資格基

準突破該当大会ともなったヘ

くジャパンパラ競技大会〉

国際ノξラリンピック委員会(IPC)が設立され、パラリンピックが世界最高峰のエリ

ートスポーツ大会となったことを契機に、わが国の競技力向上と記録の公認を図るこ

とを目的として開催されるようになった。各競技団体別にそれぞれの地域、口程で開

催され、2014-2015年のシーズンでは、クロスカントリースキー、アルペンスキー、

ウィルチェアーラグビー、ゴールボール、水泳、陸上競技が行われている。ジャパン

パラ競技大会での規定記録クリアがパラリンピックへの必要条件となっている種円も

多い lR)

く全国障害者スポーツ大会>

国民体育大会終了後に閉じ開催地で行われる大会で、毎年開催されている。

障がいのある人々の社会参加の推進や、国民の障がいのある人に対する問解を深める

ことを円的としており、全国身体障害者スポーツ大会 ( 1965~2000) と全国知的障害

者スポーツ大会(通称ゅうあいピック:1 992~2000) を統合した大会として 200 1 年か

ら現在の名称になった zヘ 2014年は長崎県でがんばらんば大会 として開催され、個人

競技6競技、団体競技 7競技、オープン競技 2競技が行われ、身体障害、知的障害、

精神障害のある人がそれぞれ参加したリ)制。

く全国ろうあ者体育大会>

全国のろう者がスポーツを通して技を競い、健康な心と身体を養い、内立と社会参
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加を促進し、合わせて国民の正しい理解を深めることを目的として、 1年に 2回夏季

と冬季に開催されている。2014年夏季大会沖縄で 11競技、冬季大会は栃木で3競技

が行われる 3)。

く全国精神障害者大会>

精神障害者を対象としたスポーツ大会で、精神障害者の余暇の充実やリハビリ的な

円的から、精神障害者スポーツの振興的な役割も担うようになってきている。大会は、

2001年に身体障害者と知的障害者の全国スポーツ大会が統合され全国障害者スポー

ツ大会が開催されたととを契機に、精神障害者も大会に参加または関連スポーツ事業

ができなし1かと 「全国精神障害者ノくレーボーノレ大会jを開催したことからはじまった。

現在では、全国障害者スポーツ大会の開催競技の中に精神障害者の部があり、 2014年

の長崎大会では、正式競技としてソフ トバレーボールを使用 したバレーボールが、オ

ープン競技として、風船ノミレーボールが行われた 11)則。

く各競技団体主催の大会〉

日本車椅子バスケットボール選手権、日本車椅子ツインバスケットボール選手権、

全国身体障害者スキー大会、全国障害者アーチェリ ー選手権大会等、各競技団体が主

催する大会が各地で聞かれている。また、大分別府市で開催される大分国際車いすマ

ラソン大会や、茨城県土浦市で開催される国際盲人マラソンかすみがうら大会は、日

本で開催される国際大会である。

このように、障害のある人を対象とした大会もあるが、マラソン大会などでは、

般の大会に「車いすの部Jや 「視覚障害者の部Jなど専用の部門を設けた大会があっ

たり、ガイドと呼ばれる伴走者 と一緒に一般の部に参加したり する視覚障害者もいる
リ):1リ)。

くレクリエーションとしてのスポーツ〉

上記のような大会に参加し、 記録を残すと いった競技志向のスポーツではなく 、ス

ポーツ自体を楽しむ、仲間と交流する、健康のためのスポーツといったような身体的、

精神的、社会的な効果ねらって行うスポーツ場面である。障害者スポーツセンターや

作業所でのプログラムの 一環と して、また地域のイベン トとして行われることが多く 、

長野県では、障がい者福祉センターと して、サンアップル、サンポート駒ヶ根、サン

スポー トまつもと、サンスポー ト佐久があるお)。

く学校での体育・スポーツ〉

年齢や障害の程度、これまでの運動経験等を考慮しながら、必要な運動経験を通し

て、健康の保持増進や体力の向上、明るく豊かな生活を営む態度を育てることを目的

とし、学習指導要領に沿って行われている。また、体育の時間以外にも、業間休みや

クラブ活動等でも身体を動かしたりスポーツをしたりする機会がある。

運動やスポーツを始めたきっかけについて、教員が勧めてくれたから (47.3%)、続
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けられなくなった理由に、学校を卒業したから (17.2%) という理由が挙ることや 37)、

「学校以外では、本当に運動する機会がなくて...J i (卒業生を対象としたスポーツ活

動の実施について)このような機会があるのは有り難い、今後もぜひ続けて欲しいJ

といった保護者からの意見があることからわかるように附聞き取り)、学校での運動習慣

や、楽しい体育 ・スポーツの経験は重要なものとなっている。

2-3.視点 3 :障害のある人のスポーツ場面での配慮事項を知る

視点 1、2のことを踏まえて、行いたいスポーツとその場所を選択すると、実際に

スポーツや運動を行う場面になる。障害のある人が、運動やスポーツを始めたきっか

けを聞いた調査では、 「気分転換やス トレス解消のため (47.4%)J r楽しみ ・喜びを見

出したいので (50.9%)J r健康 ・体力づくりの必要性を感じたので (52.6%)J r家族や

友人、仲間との交流のため (32.7%)Jといった理由が「優勝したり勝つ喜びを味わっ

たりしたい (1.8%)Jということよりも多く選ばれている 37)。このように、 スポーツ

に対する価値観やニーズは様々であり、それぞれのニーズや障害に応じたスポーツ活

動を行うには、次のような支援や配慮、が必要不可欠であると考える。

く健康や障害面への配慮>

障害の種類や程度は人それぞれであり、進行性の障害かどうかによっても支媛は異

なる。また同じ人でも、気候や加齢、その他の現由によって状態が変化することを問

解して、怪我や事故を防止し、安全にスポーツを行う必要がある。

例えば脊髄損傷の車いす使用者であれば、損傷部位によって残存機能が異なり、座

イ立バランス保持に影響すること、排尿排便意識に乏しいこと、体温調整が難しく体内

に熱を保ちやすいこと、座位面の摩擦 ・圧迫により祷7麿ができやすいこと等の注意や

配慮が必要である。また、脳性麻療の人であれば、麻:庫の部位や残存機能の状態、筋

緊張のタイプの把握、不随意運動やてんかん発作による思わぬ事故の発生リスクがあ

ること、発作時の適切な対応等について理解しておく必要がある、といったことであ

る39)。そ して、中には疲れやすい人や、環境の変化にスムーズ、に対応しにくい人もい

るため、休憩できるスペースや場面も必要である。

これらの注意や配慮、は、障害のある人向身が気をつけるだけでなく、 一緒にスポー

ツを行う仲間や指導者、支援者等も正しい知識と理解を持ち支援していく必要がある。

なぜなら、それぞれの障害に起因して、自己の状態を正確に把握しにくい、またはそ

のことをうまく相手に伝えられない可能性があったり、状況への刻応に他者の支援が

必要であったりするからである。

くスポーツ参加を支える配慮>

障害のある人のスポーツ場由ーや施設、システムについても様々な支援が必要である。

ハー ド面では、バリ アフ リーなど障害のある人が使いやすい施設が少ないこと 、利用

できる胞設が自宅から離れた所にあるので不便であることなどが問題に挙げられるこ
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とがある 28)37)。またソフト面では、スポーツができる場所や内容に関する情報の不足、

障害のある人のスポーツ指導ができる人材の不足、一緒にスポーツを楽しむ仲間の不

足等が言われている 28)。この、情報や人に関する問題は、安田ら (2006)の「障害の

程度が重いため、スポーツは無理である (31.6%)J r一緒に運動やスポーツをする仲

間がいない (18.8%)J rしてみたい運動やスポーツがない (16.0%)J と思っている人

がいることや、 「介助ボランティアの確保が難しい (18.2%)J r(移動を含め)家族へ

負担がかかっている (20.5%)J r (同じ施設を利用している)健常者に気を使う (15.8%)J

などの困り感がある 37)という結果からもわかるように、深刻な問題として受け止め

対応すべき観点である。

また、スポーツの実施者門身の特性への配慮も必要である。例えば、障害によって

は、運動の行し、方や状況王理解に支援を必要とする人がいたり、運動の不器用さや難し

さがある人、失敗体験の積み重ねから自尊感情を抱きにくかったりする人がいる。そ

こで、障害のある人が、スポーツの楽しさを体験し次回もスポーツをしたいと感じら

れるように、本人にとってわかりやすく取り組みやすいスポーツや用具の工夫や、成

功体験や賞賛体験を重ねられるスポーツの機会が用意されることが望ましい 14)15)。

このように、障害のある人がスポーツを楽しむには、健常者がスポーツを行う以上

に様々なハード、ルや配慮、すべき点があり、これらの問題を 1つずつクリアしていく必

要がある。

3.視点 4 :障害のある人の余暇スポーツについて大学ができることを考える

これまでの視点から、障害のある人が、余暇としてスポーツを選択し行う には、ス

ポーツを楽しめる環境や種円が用意されていることと、スポーツ活動を支えたり 一緒

に楽しんだりしてくれる人がいるととが必要であると考えられる。そこで最後に、大

学生を対象とした、障害のある人のスポーツ活動を支える授業実践について紹介する。

3-1 スポーツを楽 しむ環境や種目の設定を意識した慢業

『健康科学 ・理論と実 践 (通常の運動が困難な学生対象u

信州大学全学教育機構開講授業、健康科学科目 『健康科学 ・理論と実践(通常の運

動が凶難な学生対象uは、1年生を対象に必修授業で行われている 『健康科学理論と

実践』 のうち、障害や健康上の珂由等で通常の実践クラ スに参加できない学生を対象

としている (以下、個別クラス)。授業は、健康科学に関する知識を学ぶ 『坪.論』 と、

健康な生活を送るための運動の一実践方法を学ぶ 『実践』の 2部構成になってお り、

個別クラスの受講学生は、実践のコマを別だ、ての集中授業で、補っている。

健康や障害面への配慮、については、オリエンテーションの際に、 それぞれに受講カ

ー ド(A5用紙)への記入を依頼し、必要な支媛の情報を得るよう にした。その内容は、

「氏名Jr学籍番号Jr連絡先Jr授業を行 うにあた り事前に知っておいてもらいたいと

とJの4項目 で、最後の頃円には、 それぞれの障害の状態や、それによ りどのよ うな
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運動が難しし、か等を記入してもらった。加えて、提出時には、カードを見ながら学生

と会話をして追加の情報を得た。

次に種目への配慮であるが、それぞれの学生が抱えている運動の難しさや症状は

様々で、あったため、 1回 3時間の授業時間をねらい別に前後半の二部に分け、各内処

理のない範囲で行えるようにした。前半は、 それぞれのベースでいつでもできる運動

を行うことをねらいとして、 ス トレ ッチやエクササイ ズ、等を行った。後半は、新 しい

種目の体験をねらいとして、ニュースポーツをベースとした内容を取り入れ、内身の

抱える運動の困難さに対応した用具を自分で、作ったり、 スポーツを考えたり すること

も楽しめるようにした。授業の展開と種目の特徴および配慮点は表 1の通りである。

授業回数 前半肉容 後半内容 種目特徴・配慮事項など

【フライングディスク】 -障害者スポーツ大会の種目にもなっている

-アキュラシー(ゴールlこ何枚入るか)
-ディスクゴルフでは女性、利き手怪我の学生には、-ディスクコ.ルフ(コースを少ない投数で回る)
+2の投数をparとした。

【ディスコン】
-移動や後触がないスポーツで、イスに座って投げた
り、非利き手で投げたりしても楽しめる。

2 -ストレッチ 対戦型ゲーム
ディスクを滑らせるようにしてマーカーに近づける

-チームで交流しながらでも、個人でも楽しめる種目
-エクササイズ 投げ終わった後、マーカーに近いチームに得点

である。

.ovoエクササイズ -勤きは少ないが、呼吸や姿努を意識するため適度
【吹き矢】 な運動の実感がある。

3 -個別運動時間 -道具作り
-ゲーム -スポーツの道具を自分で工夫して作る楽しさを体験

する。

【学生が考えた種目】 受講生みんなができそう吋唯一時

4 
-風船1¥ドミントン える。
-輪投げ
-ボウリングなど -工夫次第で、スポーツが楽しめることを経験する。

表1)個別クラス授業内容

学生からは、「これまで体育授業を苦手だと思っていたが、自分のベースでできた

ので、楽しく感じ自信になった。J["新しいスポーツに挑戦する ことができ新鮮だった。」

といった感想があり、運動を行うこ とへの肯定的な感情を抱く授業としてある程度の

効果があったのではないかと考える。 しかし、この内容は今年度の受講生のニーズや

集団の人数、 雰囲気に併せたものであ り、 その時々の状況や受講生によって柔軟に変

化させていく必要がある。

3-2 障害のある人のスポーツを支え、一緒に楽しむ人を育てることを意識した授業

『アダプテッドスポーツ』

信州大学全学教育機構開講授業、教養科目スポーツ実践演習『アダプテッ ドスポー

ツ』は、 平成 27年度から新規開講するため、今後の展望も含めて記述する。

まずアダプテッ ドスポーツとは、障害のある人もスポーツを楽しめるように、スポ

ーツのルールや用具が工夫されたスポーツのことを示している。そして、アダプテッ

ドスポーツは、その人の年齢、性別、体力、障害の穐類や程度等に応じて、スポーツ
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の方を適合(adapt)させることで、障害のある人に限らず、幼児、高齢者、体力の低い

人であっても、誰でもできるスポーツなのである 38)39)。

そのため、本授業では、「誰もが楽しめるスポーツ ・みんなで楽しめるスポーツ」を

テーマに、車いすの操作や、アイマスクを着用しての移動やガイド等の体験と、人そ

れぞれに様々な困難さを抱えながらも楽しめるアダプテッドスポーツの体験、新たな

アダプテッドスポーツを作るグループワークを行う予定である。

受講学生には、この授業を通して、スポーツの多様な広がりに気づき、障害そのも

のや、困難さに円を向けるのではなく、 「どのように工夫や支援をすればスポーツを楽

しむことができるようになるかJとアイディアを生み出す力を身につけてもらいたい。

加えて、それぞれの困り感への配慮、の仕方を知った上で、学生自身がアダプテッドス

ポーツを楽しむことで、障害のある人と 一緒にスポーツを楽しめる人になって欲しい

と願う。このような意識の向け方は、体育に限らず、将来教育に携わろうとする学生

にとって、児童生徒の持っている力を把握し、身につけさせたい力に向かつて授業を

{乍っていく力になるとも考えている。体育を指導する教員にとっては、障害があって

も、または運動が少し苦手であっても、楽しい体育の時間を展開することができ、体

育嫌いを作りにくい授業者となる可能性も秘めているのである。

アダプテッ ドスポーツの概念を提唱した矢部は、「障害のある人がスポーツを楽しむ

ためには、その人白身と、その人を取り巻く人々や環境をインクルージョンするシス

テムづくりが大切である」と言っており 39)、紹介した様な授業がそのシステムづくり

の一環となることを期待している。

4. おわりに

本稿では、障害のある人が余暇活動としてスポーツを行うための必要な視点につい

て、スポーツの特徴を捉えること、障害のある人のスポーツ場面を知ること、障害の

ある人のスポーツ場面での配慮事項、障害のある人の余暇スポーツについて大学がで

きることの4つの視点から考察してきた。今後は、実際に障害のある人が余暇として

スポーツ活動を選択で、きるような介入を行い、 これらの視点の妥当性について検討し

ていくことが課題である。

これらの実践的な研究の積み重ねと、社会への情報発信の継続が、障害のある人の

スポーツ環境を整備し、スポーツを通した余暇の充実と生活の質(QOL)の向上のため

の一助となる と考えている。

注

I f障害者」と いう言葉について、様々な考え庁をもとに、 「障害者Jfl埠碍者Jf障がい者Jとい

った言葉が使用されているが、木稿では、 「障害のある人」と記載する。

これは、 fl時存Jとい う漢字が常よりされていること、しかし、障害があってもなくても一人の人
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として尊重され、バリアのない社会を 目指すべきであることから、著者が H常的に使う言葉であ

る。また、引用した箇所については、それぞれに記載されている言葉を使則した。
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